
生物　A4(文系)
【Ⅰ】
問1 ① ② ③ ④ ⑤

同化 異化 代謝 アデニン リボース
⑥ ⑧

ヌクレオチド 触媒
問2 ⅰ

酵素

ⅲ
基質特異性

【Ⅱ】
問1 あ い

恒常性 内分泌
か く
自律 延髄

問2
問3
問4

お
フィードバック ペースメーカー(洞房結節)

き

⑦
高エネルギーリン酸

ホルモンに対する受容体をもつ細胞だけがホルモン作用に応答する
体内の異化(代謝)の促進

・心拍数の増加により血液循環量が増加し、肺でのガス交換が活発になる。
・肺でのガス交換が活発になるため酸素のとりこみ量がふえる　など

酵素は化学反応の前後で変化せずくり返し使われるから
ⅱ

多種多様な物質が存在する細胞内で特定の反応を正確に行わせることができ、生成物が次の反応の基質となるといった連
鎖で、必要な物質を生成することができる。

ⅳ

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン
う

甲状腺刺激ホルモン
え



【Ⅲ】
問1 1 3 4 5 6

細胞周期 反保存的 染色体 赤道面 細胞質
問2 エ
問3
問４
問５
問６ 0.3時間
問７ ウ

【Ⅳ】
問1 2 3 4

転写 翻訳 発現
問2 ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ

コドン 61通り 開始コドン メチオニン

問3 ⅱ
20種類

問４ ⅰ
UGU
ⅱ

RNA-IのコドンはUGUとGVG.RNA-ⅡのコドンはUUG、UGU、GUUである。
アミノ酸αは両方に共通するコドンに指定されるのでＵＧＵである

1
セントラルドグマ

ⅰ
mRNA(伝令RNA)

tRNA(転移RNA)
ⅰ

塩基の相補性により、鋳型の塩基に対応する。塩基が正確に結合するから。
細胞の形態を保つ、染色しやすくなる　など
酢酸カーミン、酢酸オルセインなど

デオキシリボ核酸
2
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